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　北海道支店
〒080-2463
北海道帯広市西23条北1-8-6
協同産業ビル3F

☎0155（61）0950

　道北営業所
〒098-5551
北海道枝幸郡中頓別町
字中頓別182

☎01634（6）1211

　遠軽営業所
〒099-0412
北海道紋別郡遠軽町豊里505-5
☎0158（42）4141

　別海営業所
〒088-2571
北海道野付郡別海町
西春別幸町51

☎0153（77）5111

　十勝営業所
〒080-2463
北海道帯広市西23条北1-8-6
協同産業ビル3F

☎0155（67）1032

　札幌営業所
〒061-1405
北海道恵庭市戸磯604
北海道森永乳業販売（株）
札幌物流センター内

☎0123（33）3129
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　関東支店
〒108-0023
東京都港区芝浦3-13-8

☎03（3798）0166

　茨城営業所
〒319-0209
茨城県笠間市泉1606-1

☎0299（45）2092

　千葉営業所
〒292-0014
千葉県木更津市高柳1465

☎0438（22）3010

　南関東営業所
〒252-1125
神奈川県綾瀬市吉岡東3-6-1
横浜乳業（株）内

☎0438（22）3010

　長野営業所
〒390-0837
長野県松本市鎌田2-1-4
森永乳業（株）松本工場内

☎03（3798）0166

　北関東支店
〒329-3224
栃木県那須郡那須町
大字豊原乙1-159

☎0287（72）6839

　群馬営業所
〒371-0001
群馬県前橋市荻窪町354-5
群馬中央酪農組合内

☎027（897）0303

　埼玉営業所
〒369-1245
埼玉県深谷市荒川2172
埼玉酪農組合内

☎048（584）1888

13 　関西支店
〒663-8242
兵庫県西宮市津門飯田町2-95
森永乳業（株）近畿工場内

☎0798（66）1998
　東海営業所
〒483-8256
愛知県江南市中奈良町一ツ目1
森永乳業（株）中京工場内

☎0587（56）5433

　奈良営業所
〒639-2162
奈良県葛城市尺土104-3

☎0745（48）2155

　徳島営業所
〒771-1347
徳島県板野郡上板町高瀬1150-1

☎088（694）5933
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　那須農場
　那須ETセンター
〒329-3224
栃木県那須郡那須町
大字豊原乙1-159

☎0287（72）0277
　九州ETセンター
〒868-0094
熊本県球磨郡相良村
大字深水2346-1

☎0966（36）2210

森永酪農販売株式会社
〒108-0023
東京都港区芝浦3-13-8

☎03（3798）0162
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北海道

東北

支店・営業所

関東 関西

九州

ミック事業部

本社

森永酪農販売株式会社事業所一覧

森永酪農販売 検索
http://www.mo-rakunouhanbai.com/
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新春号
　東北支店
〒983-0001
宮城県仙台市宮城野区港1-1-9
東北森永乳業（株）内

☎022（387）3693

　涌谷事務所
〒987-0133
宮城県遠田郡涌谷町
字今左エ門沖名47

☎0229（43）2910

　岩手営業所
〒020-0133
岩手県盛岡市青山2-3-14
森永乳業（株）盛岡工場内

☎019（647）2121

　福島営業所
〒960-8154
福島県福島市伏拝字清水内5
森永乳業（株）福島工場内

☎024（546）7621

　山形事務所
〒992-0472
山形県南陽市宮内4651-5

☎0238（59）1056

　北東北支店
〒018-3596
秋田県大館市岩瀬字上軽石野38-1
東北森永乳業（株）秋田工場内

☎0186（54）6114

　九州支店
〒891-0141
鹿児島県鹿児島市谷山中央8-20-20
☎099（268）4111

　熊本営業所
〒861-8011
熊本県熊本市東区鹿帰瀬町431-1
熊本乳業（株）内

☎096（389）1411
　球磨営業所
〒868-0094
熊本県球磨郡相良村大字深水2251
球磨酪農組合内

☎0966（35）0681
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●長男 鷹輝くん［12歳］
●次男 陽大くん［10歳］
●長女 弥来ちゃん［5歳］
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［群馬県］ 新井牧場

今回表紙に登場して頂いたのは、群馬県利根郡昭和村にある新井
牧場の３兄（妹）弟です。部活が忙しい長男の鷹輝君や元気いっぱい
で遊びたい盛りの次男・陽大君、絵本が大好きな可愛い弥来ちゃん
に撮影協力して頂きました。

表紙の
写真

後継牛を
考える

特集
S p e c i a l  F e a t u r e

２０１６年２月１日現在の畜産統計によると、

全国の酪農家戸数は１７，０００戸、乳牛飼養頭数は１３５万５千頭と

生乳生産基盤は縮小を続けています。

縮小する乳牛資源を求めて需要は高まり続け

北海道の初妊牛相場は続伸しながら高騰しています。

平均価格が１頭８０万円（税込）、育成牛も４０万円（税込）を

超える市場も散見される様になりました。

これに歩調を合わせる様に

全国の預託牧場のニーズも高まってきていますが

以前とは違うニーズが預託牧場に期待されている様にも感じます。

特集では人気が高まってきている民間の預託牧場や

農業協同組合の運営する育成牧場

酪農家の預託牧場へ預けるまでの管理、弊社の預託農場での

ニーズの変化や特別寄稿を含めてご紹介いたします。

新 年のご挨 拶

17
セミナーレポート
● 乳牛における飼料給与・品質が
健康や繁殖に及ぼす影響

●  乳牛管理のポイントと暑熱ストレス

Farmers’ Eyes REPORT

栃木県立那須拓陽高等学校
25 めざせ未来の酪農家

北海道U牧場
26 Farmers Hint

北海道I牧場
30 Farmers Hint

29 ミック短信

「トマトと大葉の和風カプレーゼ」
24 Ｍ’Ｓ Kitchenレシピ

特集02

後継牛を考える 　新年あけましておめでとうございます。
　昨年中は大変お世話になり、誠にありがとうございました。心から御礼申
し上げますとともに、本年も倍旧のお引き立てを賜りますよう宜しくお願い申
し上げます。
　また、昨年においても熊本での大地震、北海道・東北における水害など自
然災害による大きな影響がありました。被災された方々には、心よりお見舞
い申し上げます。
　昨年の米国大統領選挙は大方の予想を裏切る結果となりましたが、これ
が世界経済にどのような影響を与えるのか、とりわけ日本においては予定し
ていたTPPの発効が極めて厳しい状況になるなど、今後の見通しは更に混
沌とすることになりました。また、規制改革会議の提言に基づく農業関係の
諸制度の見直しについても、昨年末に方向性は示されたものの具体化はこ
れから予定されており、内容はまだ不透明です。
　自然災害も含めてこのような情勢の変化は、いつの時代も否応なく突然
やって来ます。しかしながら「備えあれば憂いなし」の謹言が示すように、ど
のような事業においても「盤石な基盤」を作ることが出来ていれば、簡単にそ
れらの負の波に飲み込まれることはないと思われます。
　親会社である森永乳業はお陰様で、今年創業百年を迎えます。日本酪農
の歴史と重なる百年であり、酪農第三世代を迎えつつある変化の激しい節
目にあります。その時代において、弊社は森永乳業グループにおいて唯一酪
農現場へ関与させて頂く会社として、酪農生産者の皆様方がより強い「盤石
な基盤」創るために、少しでも「お役にたちたい」と考えております。
　まだまだ力不足の弊社ではありますが、社員一同誠心誠意努力して参り
ますので、引き続き変わらぬご愛顧とご指導、叱咤激励を賜りますよう何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

代表取締役専務 百木薫 
2017年元旦

池田卓夫牧場［千葉県南房総市］
こんな牧場をつくりたい23

〈牧場紹介〉03
● ルルラン牧場
● 球磨酪農農業協同組合 育成牧場
●（有）渡辺ファーム
●ミック事業部 那須農場

〈市場レポート〉11

北海道の初妊牛と
育成牛市場から
見えてくるもの
〈特別寄稿〉12

後継牛を考える

〈特別寄稿〉10

後継牛不足から
見えてくるもの
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　北海道川上郡標茶町は、酪農家戸数約300戸を有す

る大変酪農が盛んな町です。その標茶町の中心部から

ほど遠くない場所に位置する（株）ルルラン牧場を紹介

いたします。

　代表である井上元治さんは町営標茶町育成牧場で働

いていた経験があり、いつかは自分で牧場を持ちたいとの

想いが実り、平成26年から現在の牧場を立ち上げました。

　牧場の立ち上げに当たって預託してもらえる牧場を

探す際には、それまでに付き合いのあった多くの方々に

ご紹介を頂いたり、支えていただいたそうです。都府県

を中心に飛び込み訪問も行い、預託してもらえる牧場を

探し歩いたとのこと。現在は30戸近い全国の酪農家か

ら約480頭の育成牛を預かっています。

　しかし、当初は思うように頭数が集まらず、初年度は

50頭程度で、今後に不安を感じることもあったそうです。

その後もさらに預託者探しに苦労したそうですが、同時

に口コミでも評判が広がり各地の牧場から声をかけて

もらえるようになっていったそうです。「扱うのは牛だが

一番は人とのつながり」と話す井上さん。自分のことを

信じて預けて頂いている方々には、その気持ちに応えら

れるように頑張りたいと言われていました。

　大工としての経験もあったため、牛舎は全て自作という

こだわりも持っています。当初は150頭牛舎が1棟だけでし

たが、毎年牛舎を増設し、現在は350頭牛舎と50頭入るＤ

型牛舎のほか、50頭入る妊娠牛用の牛舎があります。す

べての牛がパドックにも出られるため、運動もできるように

なっています。平成28年8月には、管理向上を図り、若齢

牛用の少頭数に群分けできる100頭牛舎を建設しました。

　牧場の作業は朝晩の給餌と除糞、発情発見が中心

となります。「その中でも1番センスが必要なのは発情発

見」と話す井上さん。町営育成牧場で数多くの牛を毎

日見てきた経験が活きているとのことで、発情発見・観

察には最も気を使っているそうです。また、観察は個人

ごとではなく必ず皆で一緒にすることで発見率が向上

するとのこと。その時に従業員の方などにもセンスを磨

いてもらいたいと、一緒に牛を見ることを通しての、従業

員の技術力向上にも力を入れています。授精を依頼し

ている地元の授精師さんとのコミュニケーションも大切

にしています。授精時期や使用する精液などは預託者

の方としっかりと相談した上で決めているそうです。

　飼料給与は朝夕の2回。毎回飼槽掃除のあと、細断

サイレージとロールパックを不断給餌で、配合飼料は牛

の状態や季節などを考慮しながら2.0～2.5㎏の範囲で

調整しています。群によっては食い負けなども発生する

ことがあります。牛が小さい段階である程度決定させ、

群の入れ替えはなるべくしないようにしています。

　育成期にはとにかく食い込める牛を作りたいという井

上さん。粗飼料の品質には気を使っています。自給飼

料は作っていないので、道産牧草を近隣の農家等から

すべて購入しています。頭数が増えてきたので必要な

量を見つけるのが大変ですが、牛にとって一番大切な

部分と考えているので品質にもこだわっています。

　牛舎１棟から始めた牧場も現在は5棟まで増えていま

す。「これからも預託してくださる方がいる限り、規模拡

大にチャレンジしていきたい」と熱く語ってくれました。

努力家の井上さんに頭が下がる思いとともに、今後の

発展が非常に楽しみな牧場です。

04

（株）ルルラン牧場
● 代表者：井上元治
● 所在地：北海道川上郡標茶町ルルラン
● 預託牛頭数：ホルスタイン育成牛480頭
● 労働人数：4人

S p e c i a l  F e a t u r e

新牛舎

牧場紹介1

Farmers’ Eyes 2017 Winter

［レポーター：別海営業所 杉山］

酪農家が求める
健康な後継牛作りを
目指して

一番左が社長の井上さんとスタッフの皆さん

メイン牛舎

パドック風景 観察風景

メイン牛舎内



0605 S p e c i a l  F e a t u r e

S p e c i a l  F e a t u r e 牧場紹介2

Farmers’ Eyes 2017 Winter

　熊本県南部に位置する球磨郡は、周囲を九州山脈

に囲まれた盆地で、畜産・稲作・畑作など農業が盛んな

自然豊かな地域です。その球磨郡相良村にある球磨酪

農農業協同組合の育成牧場を紹介いたします。

　球磨酪農農業協同組合では現在86戸の酪農家が

生乳を出荷しており、生産された生乳の一部は同組合

の所有している生乳処理工場で牛乳・ヨーグルトを製

造しています。工場の他にも育成牧場を運営しており、

乳牛メスの育成牛預託を受け入れ、現在は約400頭を

飼育しながら後継牛の確保に努めています。また2012

年より乳牛メス育成に特化する方針へ変更し、牛舎の

改築を行いF1肥育事業を終了させて飼養頭数の拡大

を図り、2013年からは組合員だけでなく員外の預託牛

も受け入れるようになりました。

　牧場は6名のスタッフが携わっており、受精卵移植業

務も併せて行っています。育成牛は6か月齢からの入牧

を随時受け入れています。入牧時には預託者が立会っ

て発育状況を確認して、毎月預託牛の繁殖状況と受胎

までは「発育曲線グラフ」を用いて発育状況をわかりや

すくした「育成牧場通信」［図1］を預託者へFAXで報告

しています。また牧場を運営していくうえで、①定期的に

組合員代表者や職員で構成された運営委員会を開催

して、牧場での改善点や投資計画等の検討を実施、②

家畜保健所と連携して定期的に病性診断やピロプラズ

マ対策を実施、③互助会で廃用事故や流産事故に対

応、④敷地内に弊社ミック事業部九州ETセンターがあ

ることから、繁殖成績向上のための検討や預託者が希

望する場合は採卵や受精卵移植も行っています。

　預託牛の授精には雌雄判別ホルスタイン精液、受精

卵（ホルスタイン、和牛）、和牛精液などを取り扱っており、

預託者の希望に沿った受胎ができるようにしています。

精液も家畜改良事業団などから優良牛を取り寄せて、

預託者の後継牛作りに貢献しています。最近では雌雄

判別精液の希望も増えてきており、2015年度の実施頭

数は前年から約20％増加しています。

酪農組合として
地域の生産を
支える
球磨酪農農業協同組合 育成牧場
● 代表者：牧場長 中村泰博
● 所在地：熊本県球磨郡相良村
● 預託牛頭数：400頭
● 労働人数：6人

　その理由としては市場価格の高騰により導入すること

が難しくなり、自家育成の意識がより高まったことが挙げ

られます。また、雌雄判別精液がクラスター事業と組合

独自の事業により助成が出るようになったことで、生産

者が選択肢として考えやすくなったということもあります。

　健康な後継牛を作るため、飼養管理にも力を入れてい

ます。約30ヘクタールの草地を持ち、自給飼料のイタリア

ンライグラスサイレージ、イネWCS、購入乾草を十分に食

べさせてしっかりとした腹を作るようにしています。また牧

場には放牧地も確保し、牛が自由に歩き回ることが出来

るようにすることで足腰の強化を図っています。預託頭

数は年々増加しており、所有している草地では賄いきれ

なくなっていますが、収穫量に余力がある組合員や離農

した組合員へ生産を委託して不足分を購入しています。

　預託数は員外預託が著しい増加をみせています。員

外預託の特徴を伺うと、リピーターによる預託の割合が

多くなっているとのことです。このようなリピーターの増

加は、飼養管理や授精業務等の１つ１つの取り組みに

よって生産者への信頼を獲得できている結果として表

れているものと思います。

　今後の課題としては預託頭数が増加しているため、さ

らなる飼養管理向上と預託者により喜んでいただけるよ

うな環境作りを検討しています。これからも生産者に喜ん

でもらえるような牛作りを行い、熊本県しいては九州の酪

農を支えていけるようにスタッフ全員で頑張っています。

図1│育成牧場通信

［レポーター：球磨営業所 酒井］

森永
らくらくガード
規格 ● 500g ／5kg

森永
わくわくミルク

哺育牛を支える
3つの成分　

森永乳業（株）が開発したプロバイ
オティクス、ビフィズス菌M-602
と乳酸菌LAC-300を配合

ビフィズス菌の栄養源となるプレバ
イオティクス、ラクチュロースを配合

抗菌作用に優れた新バイオティクス、
森永ラクトフェリンを配合

1

2

3

新バイオティクス技術に基づいた森永育成飼料

一番左が牧場長の中村さんとスタッフの皆さん

腹作りのため十分な粗飼料給与をしている

生産、購入したロール



健康な哺育牛への
こだわり
（有）渡辺ファーム
● 代表者：渡辺博
● 所在地：宮城県角田市
● 経産牛頭数：80頭

● 年間出荷量：約547.5ｔ
● 労働人数：4人

育にもこだわりをもたれています。給与する初乳は基本

的には2産以降の凍結初乳を使用しています。更に、獣

医師のアドバイスを受け、凍結する物は糖度計で糖度

を図り、IGg濃度が高いものをパスチャライザーで殺菌

し凍結ストックをするようにしています。ストックが無い場

合も殺菌し、IGg濃度をしっかり確保できる物か判断し

て使用しています。IGg濃度が低い物に関しては、粉末

初乳を利用し、殺菌した移行乳も利用しています。殺菌

は面倒ではありますが、手を掛けている分は牛が返して

くれると息子さんである孝一さんはお話ししてくれまし

た。給与量は特別決めておらず、子牛が飲みたいだけ

飲ましてあげているそうです。

　現状に満足することなく、常に向上心を持ち、様々な

講習会や勉強会にも参加して多くの人の良い事例を吸

収し、取り組んで行かれている渡辺ファームの今後の発

展が非常に楽しみです。
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　宮城県角田市は宮城県南部に位置し、市内を北に

向けて阿武隈川が流れる自然豊かな町です。その角田

市にある有限会社渡辺ファームを紹介いたします。

　渡辺ファームは約30年前から弊社ミック事業部を利用

し、ホルスタインへの和牛受精卵移植を取り組まれていま

す。今では当たり前の様になっている和牛受精卵の移植

ですが、取組当初は近隣農家で取り組まれている酪農家

は誰もおらず、地域の先駆けになったとのこと。取組され

始めた経緯も変わっており、後継牛が産まれず、ミックに

ホルスタイン受精卵移植をするために3頭預託したとこ

ろ、2頭が受胎したため1頭を和牛受精卵にしてみようと

のことになり、始めたことがスタートであったそうです。それ

から現在まで、育成牛は100％ミックに預託し、8割を和牛

受精卵、残りを雌雄判別精液の計画を立てられています。

　現在は多くの預託牧場の選択肢がある中、ミックを利用

し続ける理由として、①安定的な和牛の確保、②受胎率が

良い、③農家の要望を聞いてくれての品種・血統を選抜し

てくれる、④死亡の補償がある、⑤飼養管理に満足（下牧

時の未経産牛の仕上がり）とのうれしいお話しを頂けました。

　ミック預託の前段で、健康な育成牛を作るために哺
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預託ニーズから
見えてくるもの
森永酪農販売株式会社
ミック事業部那須農場
● 農場長 伊東亮太郎

牧場紹介4

　栃木県那須町にある弊社那須農場は、常時540頭を

超えるホルスタイン、和牛の育成牛を飼養しています。

その他、和牛受精卵の製造販売も行っているので和牛

繁殖牛も常時110頭飼養しています。全国から預託希

望のお問い合わせを受けていますが、牛舎に余裕がな

くお応えできない状況が続いています。このことからも

酪農家の預託ニーズが以前より高まってきていることを

感じています。

　この稿では弊社に預託されている酪農家の動機、

ニーズ、預託農場からみた育成牛の管理について考察

します。

育成牛を預託する動機、ニーズは

多様化してきている

まず、どのような酪農家が弊社へ預託を希望しているの

でしょうか。どうも以下の5つのパターンが多いと感じて

います。

パターン1│初妊牛相場の高騰

背　景：初妊牛資源の減少とメガファームの高い購買

意欲→相場の高騰

酪農家：高い！ 買えない！ 買えないから自分で作るか。

性判別精液の補助事業もあるぞ、後継牛作り

に取り組もう。

後継牛が生まれた！

しかし、育てる手間がない、技術もない、場所も

ない、堆肥も増える！

パターン2│農場経営者の高齢化による経営形態の変更

背　景：毎日の搾乳が辛いと感じてきた。

酪農家：廃業したら暇だし、牛舎もまだ使える。

和牛繁殖経営をやってみよう。

でも、和牛の繁殖素牛高いな。ホルスタインが

いるうちに受精卵を使って和牛を生産してみ

よう。どの卵がいいのかな？

パターン3│優良血統受精卵産子の高額販売

背　景：いつも素牛を高く販売している生産者がいるぞ。

何故だ？

酪農家：血統、掛け合わせの違いで販売価格に差があ

る。しかも受精卵産子だ。

受精卵ってどこで買えばいいの？

どれを買えばいいの？ 誰に移植してもらえば

いいの？

パターン4│搾乳牛の増頭

背　景：今は搾乳頭数を増やして、少しでも多くの牛乳

を生産したほうが儲かるのではないか？

酪農家：すぐに牛舎は作れない。

育成牛がいなくなれば、その場所に搾乳牛を

入れられる。

パターン5│技術者不足

背　景：受精卵を活用して牛群改良に取り組みたい！

受精卵を活用して和牛の高額販売をしてみたい！

酪農家：地元には技術者が少ないため、なかなか取り

組めない。

「そうだ預託しよう」

　以前はパターン4、5のような酪農家の増頭意欲や受

精卵産子の付加価値販売による預託希望が多かった

印象でしたが、現在はニーズが多様化してきていること

や預託希望者の幅も広がってきていることが伺え、今後

も預託ニーズは高まり続けると感じています。

預託牛を受け入れるにあたり

　お客様である酪農家の大切な育成牛をお預かりし、

満足していただけるように、弊社農場は「健康で丈夫な

牛を育てよう」をモットーに飼養管理を行っています。

　①良好な発育をしていて健康であること、②粗飼料

をしっかりと食べられること、③適正な月齢で分娩を迎

えられるようになっていること、④少ない処置回数で受

胎させること、⑤希望する品種を受胎している事、上記5

点は特に気を使っています。

　この条件をすべて満たすにはどうしたら良いでしょう

か。一番大切なのは、お客様も、我々も牛を大切に飼っ

てあげることだと感じています。お互いに努力をしない

と満足する牛は作れないということです。育成牛を大切

に扱ってあげればきっと経産牛になってから働いてくれ

るはずと信じています。

　例えば、発育良好で活気があり、性格も温厚な牛を那

須農場で預かったとします。発育も順調、繁殖も順調で

「あっ」という間にお客様のもとへお帰りになります。我々

としては寂しい限りですが、それが理想的と考えます。

　逆に発育不良で入ってきた牛は、そう簡単には順調

な発育にならないことが多いです。繁殖もスムーズにい

かない傾向があります。また発育不良の原因がとても重

要で、単に飼料が足りなかったのか、大きな病気をした

のか、他の牛からいじめられていたのか。その原因に

よって対処の仕方は全く異なります。初乳や哺乳期間

がいかに大事な時期か再認識する場面でもあります。

　預託農場に来ることで、牛たちは環境が変わり、飼料

が変わり、大きなストレスを受けます。ストレスは万病の素

と言われますし、発育も停滞することもあります。ひどい場

合には、後々の発育不良、繁殖遅延にもつながります。こ

れではお客様も我 も々、お互い不幸になってしまいます。

　そうならないよう、牛を受け入れる我々は、なるべく快

適に過ごせる環境、またその牛にあった環境を作ってあ

げたいと考えながら工夫し、日々精進していきたいと

思っています。

［レポーター：東北支店 高田］

S p e c i a l  F e a t u r e 牧場紹介3

フリーストールで管理されている後継牛たち

後継者の孝一さん
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　牧場紹介では３戸の育成牧場と１戸の搾乳牧場があ

りました。球磨酪農育成牧場におかれましては、全国の

公共牧場が閉鎖する流れの中で果敢に育成事業に舵

を切り、員外の酪農家にも門戸を広げて地域の酪農振

興に寄与され、県外からも熱い視線が送られています。

ルルラン牧場も育成牛預託のニーズの高まりを事前に

捉えて開業され、健康な牛作りに邁進して、預託者であ

る酪農家の乳牛の循環と持続可能な経営の支援をさ

れています。搾乳牧場である渡辺牧場におかれまして

は、森永酪農販売㈱が運営するミック事業部那須農場

に育成牛を預託されて同社のET技術を活用すること

により酪農に和牛子牛生産を取り入れた持続可能な乳

肉複合経営を実現しています。

　図1は、本邦における平成３年からの乳牛と和牛の飼

養動向を表しています。この間、一貫して酪農家も肉牛

農家も減り続けています。乳用牛もこれに伴い減少の

一途です。肉牛は和牛などの肉用種と乳牛去勢や交

雑種（F1）に代表される乳用種に分類されます。図1で

見られるように乳用種・肉牛の占める割合は肉牛全体

のなかでも重要な量を占めていることがわかります。つ

まり、酪農家が従来、副産物としていた雄やF1子牛は、

肉牛業界では主産物の一つでもあります。和牛の生産

県では和牛繁殖農家の減少が続き、和牛市場も開催

数が減少している県もあり、和牛頭数の減少は深刻で

す。このように、酪農家も肉牛繁殖農家も減ることは、ダ

ブルの影響で肉牛が減ることになります。その影響は近

年の和牛子牛の超高値要因の一つにも考えられます。

過去、和牛とF1は経済情勢にも反応して増減が見られ

ていました。平成28年２月時点では平成20年から減り

続けていた乳用種・肉用牛が前年の平成27年より反転

して101.１％増えました。この反動は乳用牛・未経産頭

数に現れ前年の94.5％に減少しました。こうなると益々

初妊牛の不足が深刻です。

　ともかく乳も肉もその資源の減少傾向が明らかです。

特に酪農においては両方を担う役割をしています。意

識的には「酪農の主産物は乳で副産物は肉」ですが、

これからは「乳も肉も主産物」として意識する必要性が

あるように感じます。すでに超大型の酪農経営は超大

型の肉牛経営であることは周知の通りです。これからは

大多数の中堅の酪農経営においては、肉牛素牛を生

産する繁殖農家の機能も合わせ持つ意識的な乳肉複

合経営が必要とされ、合わせて乳牛の循環を維持する

持続型の経営が必要であると思います。そのためには、

牛の繁殖を良い状態に維持し続けることが大切になり

ます。そして産み分けがキーワードになるように感じま

す。乳牛ならば雌子牛、F1ならば雄子牛、高品質肉牛

ならば和牛子牛です。性判別AIやETの活用がこれか

らますます重要になると思います。

　育成牧場は集約的に管理できることから、高度な繁

殖技術を施すことが比較的容易になります。今回の牧

場紹介にありました3戸の育成牧場はすでにその能力

があると思われます。搾乳牧場紹介の渡辺牧場は、乳

においても肉においても時代のニーズに答えるモデル

の酪農経営とも言えると思います。
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　栃木県那須町にある弊社那須農場は、常時540頭を

超えるホルスタイン、和牛の育成牛を飼養しています。

その他、和牛受精卵の製造販売も行っているので和牛

繁殖牛も常時110頭飼養しています。全国から預託希

望のお問い合わせを受けていますが、牛舎に余裕がな

くお応えできない状況が続いています。このことからも

酪農家の預託ニーズが以前より高まってきていることを

感じています。

　この稿では弊社に預託されている酪農家の動機、

ニーズ、預託農場からみた育成牛の管理について考察

します。

育成牛を預託する動機、ニーズは

多様化してきている

まず、どのような酪農家が弊社へ預託を希望しているの

でしょうか。どうも以下の5つのパターンが多いと感じて

います。

パターン1│初妊牛相場の高騰

背　景：初妊牛資源の減少とメガファームの高い購買

意欲→相場の高騰

酪農家：高い！ 買えない！ 買えないから自分で作るか。

性判別精液の補助事業もあるぞ、後継牛作り

に取り組もう。

後継牛が生まれた！

しかし、育てる手間がない、技術もない、場所も

ない、堆肥も増える！

パターン2│農場経営者の高齢化による経営形態の変更

背　景：毎日の搾乳が辛いと感じてきた。

酪農家：廃業したら暇だし、牛舎もまだ使える。

和牛繁殖経営をやってみよう。

でも、和牛の繁殖素牛高いな。ホルスタインが

いるうちに受精卵を使って和牛を生産してみ

よう。どの卵がいいのかな？

パターン3│優良血統受精卵産子の高額販売

背　景：いつも素牛を高く販売している生産者がいるぞ。

何故だ？

酪農家：血統、掛け合わせの違いで販売価格に差があ

る。しかも受精卵産子だ。

受精卵ってどこで買えばいいの？

どれを買えばいいの？ 誰に移植してもらえば

いいの？

パターン4│搾乳牛の増頭

背　景：今は搾乳頭数を増やして、少しでも多くの牛乳

を生産したほうが儲かるのではないか？

酪農家：すぐに牛舎は作れない。

育成牛がいなくなれば、その場所に搾乳牛を

入れられる。

パターン5│技術者不足

背　景：受精卵を活用して牛群改良に取り組みたい！

受精卵を活用して和牛の高額販売をしてみたい！

酪農家：地元には技術者が少ないため、なかなか取り

組めない。

「そうだ預託しよう」

　以前はパターン4、5のような酪農家の増頭意欲や受

精卵産子の付加価値販売による預託希望が多かった

印象でしたが、現在はニーズが多様化してきていること

や預託希望者の幅も広がってきていることが伺え、今後

も預託ニーズは高まり続けると感じています。

預託牛を受け入れるにあたり

　お客様である酪農家の大切な育成牛をお預かりし、

満足していただけるように、弊社農場は「健康で丈夫な

牛を育てよう」をモットーに飼養管理を行っています。

　①良好な発育をしていて健康であること、②粗飼料

をしっかりと食べられること、③適正な月齢で分娩を迎

えられるようになっていること、④少ない処置回数で受

胎させること、⑤希望する品種を受胎している事、上記5

点は特に気を使っています。

　この条件をすべて満たすにはどうしたら良いでしょう

か。一番大切なのは、お客様も、我々も牛を大切に飼っ

てあげることだと感じています。お互いに努力をしない

と満足する牛は作れないということです。育成牛を大切

に扱ってあげればきっと経産牛になってから働いてくれ

るはずと信じています。

　例えば、発育良好で活気があり、性格も温厚な牛を那

須農場で預かったとします。発育も順調、繁殖も順調で

「あっ」という間にお客様のもとへお帰りになります。我々

としては寂しい限りですが、それが理想的と考えます。

　逆に発育不良で入ってきた牛は、そう簡単には順調

な発育にならないことが多いです。繁殖もスムーズにい

かない傾向があります。また発育不良の原因がとても重

要で、単に飼料が足りなかったのか、大きな病気をした

のか、他の牛からいじめられていたのか。その原因に

よって対処の仕方は全く異なります。初乳や哺乳期間

がいかに大事な時期か再認識する場面でもあります。

　預託農場に来ることで、牛たちは環境が変わり、飼料

が変わり、大きなストレスを受けます。ストレスは万病の素

と言われますし、発育も停滞することもあります。ひどい場

合には、後々の発育不良、繁殖遅延にもつながります。こ

れではお客様も我 も々、お互い不幸になってしまいます。

　そうならないよう、牛を受け入れる我々は、なるべく快

適に過ごせる環境、またその牛にあった環境を作ってあ

げたいと考えながら工夫し、日々精進していきたいと

思っています。

S p e c i a l  F e a t u r e 特別寄稿

遠藤健治

後継牛不足から
見えてくるもの
森永酪農販売株式会社
常務取締役 ミック事業部長
獣医師
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はじめに

　平成25年に乳用種の性別出生頭数が逆転（メス比率

＞オス比率）したことが報道されたことは記憶に新しい。

その後の統計においても年々メス産子比率は上昇して

おり、その背景として性選別精液の普及が大きな役目を

担っていることは疑う余地もない。一方で、メス産子の

出生数は減少傾向にあり、後継牛の確保問題が解決し

たとは言い難い。［図1］ また、すべての種雄牛において

性選別精液が作成されているわけではないことから、

遺伝改良の面からの不安も残る。さらに、乳用牛精液

の初回授精受胎成績はこの期間44～45％で推移して

おり、後継牛（メス産子）の効率的確保と並行し、搾乳牛

の受胎成績の向上は避けては通れない問題である。

性選別精液の採卵への応用と注意点

　性選別精液の一般流通が始まった2007年頃ころ、筆

者は現在の森永酪農販売株式会社ミック事業部九州

ETセンターで受精卵業務を行っていた。地域酪農家

の理解と協力もあり、2008年から採卵への応用に取り

組み、現在では性選別精液を用いた採卵が一般的に

行われるようになってきた。

　性選別精液の特性を簡単にまとめると、

① およそ90％のX精子を含む。

②  ストロー当たりの精子数は無選別の一般ストローに

比べ圧倒的に少ない（通常精液と比較して1/5～1/10濃度）。

③  採精から凍結保存の間に染色とスローサイトメーター

を用いた選別を受けていることから、活力が低下して

いる可能性がある。

　これらの特徴を踏まえ、開始当初は使用本数、精液

注入部位（深部注入）、媒精液（体外受精時の培地）を活

用等様々な方法の検討を行い、その受精率を向上させ

ることに取り組んできた。その結果、授精のタイミングと

使用本数において一定の結果がまとまったのでご紹介

する。

　図2にその授精プロトコルを、図3にその採卵結果を示

す。供卵牛は発情発見時にGnRH（排卵促進剤）を投与

され、未経産牛ではそのおよそ24時間後に、経産牛で

は24時間後とさらに12時間（6～12時間）後に再度授精を

行った。通常の人工授精で用いられるAM／PM法に

比べ、かなり授精のタイミングが遅い。しかし、このタイミ

ングで授精を行ったところ、図3に示すように無選別の

通常精液を使用した場合と比較し、遜色ない結果を得

ることができた。

採卵結果から考察する

　一般に、性選別精液を用いた人工授精では、受胎率

が10％程度低下すると言われ、未経産牛で50％程度、

経産牛では30％程度の報告が多い。前述の①～③が

その大きな要因と考えられるが、採卵に利用した場合の

結果は、単にその使用本数（未経産牛で2本、経産牛で3

本）によるものであろうか？ 筆者が考えるに、そこには排

卵時期が大きく関与していると考える。

　受精の成立要件は、以下の3点に集約される。

● 排卵卵子の発生能保有期間内に、
● 授精能を獲得した精子が
● 授精部位に必要数存在する

　そこで、性選別精液が不利になるのが3番目である。

そもそもストローあたりの精子数が少なく、活力も弱い。

卵子は排卵後2時間程度で受精できる状態になり、6～

10時間高い発生能力を示すと言われている。通常の無

選別の精液には活力十分な精子が多数封入されてい

るため、従来時の授精方法でも子宮内で卵子を待ち構

える精子数は多くなる。しかし、性選別精液は、早すぎる

到着では卵子を待ちきれない可能性が高い。一方で、

過剰排卵処置は卵胞ウェーブの同期化に始まり、発情

兆候を確認後、GnRHによって排卵を誘起する。複数

存在する卵胞は一度には排卵せず、時間をかけて排卵

を完了する。すなわち、このプロトコルが誘起排卵と授

精可能選別精子が子宮内に多く待ち構えている時間と

を合致させるのではないだろうか［図4］。

　自然発情においては、発情開始から排卵まで個体差

が大きい。通常人工授精はAM／PM法が主流である

が、授精能保有時間が短いと考えられる性選別精液を

用いた場合は、この排卵時期のずれが、適期外授精へ

と繋がっていると考えられる。そこで、経産牛への性選

別精液の活用として、また、受胎率向上に向けて、

GnRHの投与とその方法についてさらに検討している

ところである。定時授精法など高コストなホルモン処置

法ではなく、より低コストかつ簡便な排卵同期化法が開

発されれば、性選別精液を用いた更なる効率的な後継

牛確保につながると信じている。

その他 発情持続時間と産子の性比

　黒毛和種牛のデータであるが、発情の持続時間と性

比に関する興味深いデータが取れたので、ご紹介した

い。授精のタイミングと産子の性に関連があるという報

告がある（Martinezら 2004）。一般的に発情から早期に

受精した場合雌が、遅い場合雄が多くなると言われて

いる。今回我々の調査では、図5のような結果となった。

　一見すると、早期（3時間後）に受精すると雄が多くみ

られ、発見から遅く（27時間後）に受精すると雌産子が増

えるように見える。しかし、この「27時間後に受精」した

牛たちには共通の特徴が見られた。それは、発情兆候
（スタンディング）は示しているにもかかわらず、直腸検査

において卵胞が小さく、固いというものである。そのた

め、授精を1日延長し、翌日卵胞の成長が見られたもの

に授精を行った。その結果、他の牛に比べ、雌が増えた

のである。同様の牛はホルスタインでも散見される。ど

のようなメカニズムによるものかはいまだ不明であるが、

新たな雌雄産み分け法に繋がるかもしれない。

最後に

　現在筆者は山口大学共同獣医学部において、教育・

研究・診療活動を行っています。現在、国際水準の獣

医学教育を目指して、EAEVE（欧州獣医学教育協会）の

認証評価を受けるための準備や調査・研究を進めてい

ます。日本の酪農・畜産業の更なる発展を期待し、地域

と連携しながら、皆様に役に立つ研究を行うと共に、共

に産業を支えてくれる獣医師の養成を行っています。学

内施設等の見学も可能ですので、お近くにお越しの際

はどうぞ声をお掛けください。

後継牛を考える

S p e c i a l  F e a t u r e 特別寄稿

山口大学共同獣医学部 准教授
獣医学博士 

谷口雅康

　平成28年11月4日〈金〉に開催された、北海道にある

北見市場の育成牛市場は50万円前後で次 と々競り落

とされていました。

　乳牛市場は10月に入り初妊牛が80万円を突破する

など、軒並み高値で推移しています。背景には、ギガ

ファームやメガファームの増頭需要の他に、畜産クラス

ター事業による規模拡大が大きく関係していると言って

も過言ではないでしょう。

　1頭の育成牛が50万円という取引価格は、少し前な

ら初妊牛の相場価格でしたし、80万円ともなれば優牝

セールに出ても良いくらいの後継牛の相場であったの

ですが・・・。

　こうした高騰している市場価格の状況下では、良い

ウシ（＝足腰がしっかりしていて、乳頭や乳房も問題ないウ

シ）を選んでいくとなると容易に競り落とすことは難しい

でしょう。しかしながら、必要な初妊牛の頭数は揃えな

ければならず、競りのボタンを押す手にも思わず力が

入ってしまうのが購買者の本音のようです。

　都府県におけるF1の交配率が依然高い水準が続い

ていることから、この相場価格はしばらく続くと見込まれ

ています。では「どこで落ち着くのか？」となると、誰もが

予想できない状況でしょう。

　海外からウシを輸入し、導入していく話もありますが、

頭数、能力、価格などはどの程度になるかは分かりませ

ん。月並みではありますが、雌雄判別精液を使いなが

ら、後継牛を確保できるところは確保しつつ最低限の

購入となるようにしていくことが、特に都府県での酪農

経営のポイントとなるように思います。一方、北海道では

今ある資源・資金を十分に活用しながら自牧場の後継

牛確保は継続していき、今のうちにできる更新などに注

力するのがポイントのように思います。

北海道の初妊牛と
育成牛市場から
見えてくるもの

S p e c i a l  F e a t u r e 市場レポート

［レポーター：遠軽営業所 山川］
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図1│乳用牛の出生頭数と性比（農林水産省 畜産統計より）

図2│性選別精液を用いた採卵時の授精プロトコル

育成牛も高価格で取引されている

盛況な取引き風景

北見市場の電光表示。この育成牛の落札価格も高値だった
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はじめに

　平成25年に乳用種の性別出生頭数が逆転（メス比率

＞オス比率）したことが報道されたことは記憶に新しい。

その後の統計においても年々メス産子比率は上昇して

おり、その背景として性選別精液の普及が大きな役目を

担っていることは疑う余地もない。一方で、メス産子の

出生数は減少傾向にあり、後継牛の確保問題が解決し

たとは言い難い。［図1］ また、すべての種雄牛において

性選別精液が作成されているわけではないことから、

遺伝改良の面からの不安も残る。さらに、乳用牛精液

の初回授精受胎成績はこの期間44～45％で推移して

おり、後継牛（メス産子）の効率的確保と並行し、搾乳牛

の受胎成績の向上は避けては通れない問題である。

性選別精液の採卵への応用と注意点

　性選別精液の一般流通が始まった2007年頃ころ、筆

者は現在の森永酪農販売株式会社ミック事業部九州

ETセンターで受精卵業務を行っていた。地域酪農家

の理解と協力もあり、2008年から採卵への応用に取り

組み、現在では性選別精液を用いた採卵が一般的に

行われるようになってきた。

　性選別精液の特性を簡単にまとめると、

① およそ90％のX精子を含む。

②  ストロー当たりの精子数は無選別の一般ストローに

比べ圧倒的に少ない（通常精液と比較して1/5～1/10濃度）。

③  採精から凍結保存の間に染色とスローサイトメーター

を用いた選別を受けていることから、活力が低下して

いる可能性がある。

　これらの特徴を踏まえ、開始当初は使用本数、精液

注入部位（深部注入）、媒精液（体外受精時の培地）を活

用等様々な方法の検討を行い、その受精率を向上させ

ることに取り組んできた。その結果、授精のタイミングと

使用本数において一定の結果がまとまったのでご紹介

する。

　図2にその授精プロトコルを、図3にその採卵結果を示

す。供卵牛は発情発見時にGnRH（排卵促進剤）を投与

され、未経産牛ではそのおよそ24時間後に、経産牛で

は24時間後とさらに12時間（6～12時間）後に再度授精を

行った。通常の人工授精で用いられるAM／PM法に

比べ、かなり授精のタイミングが遅い。しかし、このタイミ

ングで授精を行ったところ、図3に示すように無選別の

通常精液を使用した場合と比較し、遜色ない結果を得

ることができた。

採卵結果から考察する

　一般に、性選別精液を用いた人工授精では、受胎率

が10％程度低下すると言われ、未経産牛で50％程度、

経産牛では30％程度の報告が多い。前述の①～③が

その大きな要因と考えられるが、採卵に利用した場合の

結果は、単にその使用本数（未経産牛で2本、経産牛で3

本）によるものであろうか？ 筆者が考えるに、そこには排

卵時期が大きく関与していると考える。

　受精の成立要件は、以下の3点に集約される。

● 排卵卵子の発生能保有期間内に、
● 授精能を獲得した精子が
● 授精部位に必要数存在する

　そこで、性選別精液が不利になるのが3番目である。

そもそもストローあたりの精子数が少なく、活力も弱い。

卵子は排卵後2時間程度で受精できる状態になり、6～

10時間高い発生能力を示すと言われている。通常の無

選別の精液には活力十分な精子が多数封入されてい

るため、従来時の授精方法でも子宮内で卵子を待ち構

える精子数は多くなる。しかし、性選別精液は、早すぎる

到着では卵子を待ちきれない可能性が高い。一方で、

過剰排卵処置は卵胞ウェーブの同期化に始まり、発情

兆候を確認後、GnRHによって排卵を誘起する。複数

存在する卵胞は一度には排卵せず、時間をかけて排卵

を完了する。すなわち、このプロトコルが誘起排卵と授

精可能選別精子が子宮内に多く待ち構えている時間と

を合致させるのではないだろうか［図4］。

　自然発情においては、発情開始から排卵まで個体差

が大きい。通常人工授精はAM／PM法が主流である

が、授精能保有時間が短いと考えられる性選別精液を

用いた場合は、この排卵時期のずれが、適期外授精へ

と繋がっていると考えられる。そこで、経産牛への性選

別精液の活用として、また、受胎率向上に向けて、

GnRHの投与とその方法についてさらに検討している

ところである。定時授精法など高コストなホルモン処置

法ではなく、より低コストかつ簡便な排卵同期化法が開

発されれば、性選別精液を用いた更なる効率的な後継

牛確保につながると信じている。

その他 発情持続時間と産子の性比

　黒毛和種牛のデータであるが、発情の持続時間と性

比に関する興味深いデータが取れたので、ご紹介した

い。授精のタイミングと産子の性に関連があるという報

告がある（Martinezら 2004）。一般的に発情から早期に

受精した場合雌が、遅い場合雄が多くなると言われて

いる。今回我々の調査では、図5のような結果となった。

　一見すると、早期（3時間後）に受精すると雄が多くみ

られ、発見から遅く（27時間後）に受精すると雌産子が増

えるように見える。しかし、この「27時間後に受精」した

牛たちには共通の特徴が見られた。それは、発情兆候
（スタンディング）は示しているにもかかわらず、直腸検査

において卵胞が小さく、固いというものである。そのた

め、授精を1日延長し、翌日卵胞の成長が見られたもの

に授精を行った。その結果、他の牛に比べ、雌が増えた

のである。同様の牛はホルスタインでも散見される。ど

のようなメカニズムによるものかはいまだ不明であるが、

新たな雌雄産み分け法に繋がるかもしれない。

最後に

　現在筆者は山口大学共同獣医学部において、教育・

研究・診療活動を行っています。現在、国際水準の獣

医学教育を目指して、EAEVE（欧州獣医学教育協会）の

認証評価を受けるための準備や調査・研究を進めてい

ます。日本の酪農・畜産業の更なる発展を期待し、地域

と連携しながら、皆様に役に立つ研究を行うと共に、共

に産業を支えてくれる獣医師の養成を行っています。学

内施設等の見学も可能ですので、お近くにお越しの際

はどうぞ声をお掛けください。

Farmers’ Eyes 2017 Winter

山口大学共同獣医学部繁殖学研究室メンバー

大学での実践トレーニング風景

22試供頭数 8

9.0±0.9回収卵子数

2.6±0.6
 （32.2±6.4）

凍結可能胚数
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15.6±2.0

2.7±0.6
（20.5±5.4）

5.5±1.2
（38.9±7.1）

5.6±1.0
（33.3±5.1ab）

4.5±1.1
（27.8±6.2）

4.0±0.7
（48.9±7.9）

2.3±0.5
（23.3±5.2a）

2.7±0.8
（27.8±7.0）

8

7.5±1.2

2.4±0.8
（34.4±9.3）

4.0±1.3
（53.3±13.7）

2.0±0.7
（28.6±11.8ab）

1.5±1.0
（18.1±8.1）

17±3.2

4.3±2.7
（15.7±9.8）

9.2±3.3
（50.8±13.1）

6.4±1.6
（44.3±11.7b）

1.0±0.8
（4.9±3.6）

雌雄選別精液
未経産 

雌雄選別精液
経産 

無選別精液
未経産

無選別精液
経産

図3│採卵結果

図5│発情発見から授精までの時間と産子の性比

図4│授精適期の考え方

卵子の発生能保有時間 精子の授精能獲得・保有時間

卵管

排卵

● 授精能獲得3-4ｈ
● 生存時間24-48ｈ

30h

Ovulating
Follicle

25–28h

10–14h

発情

LH
サージ

老化発生能獲得2h排卵 高発生能10h 放出・授精貯蔵移送6-8ｈ

a,b異符号間に有意差あり（P < 0.05）.

発情発見から
AIまでの時間 受胎頭数／授精頭数（%） オス産子／総産子（%）*

3h

27h

Total

573／1,389（41.3）

180／440（40.9）

753／1,829（41.2）

326／573（56.9）a

74／180（41.1）b

400／753（53.1）

このタイミングを合わせられるか！

排卵



TMR乾乳用配合飼料「森永ドライフレッシュ」は、

乾乳用配合飼料 森永ドライフレッシュ



　2016年1月27日、北海道常呂郡佐呂間町にて帯広畜

産大学教授 木田克弥様による「乳牛における飼料給

与・品質が健康や繁殖に及ぼす影響」と題して、高泌乳

牛の生産病と繁殖障害解決への道を探るセミナーが開

催されました。その内容をレポートいたします。

　まず、［図1～3］を見てください。この20～30年で乳牛の

個体乳量は増加しています。牛の遺伝的改良も飛躍的

に進んでいると思われます。しかしながら、「病気は減っ

たか？」「繁殖は良くなったか？」と聞かれると、自信を持っ

て「YES」とは答えられない気もします。この図から見て

取れることは「乳量の増加は濃厚飼料の増給に大きく支

えられてきた可能性がある」ということです。

　通常、繁殖機能は［図4］のように制御されています。

そこへ「疾病ストレス［図5］」であったり、「低栄養［図

6］」があると、正常な繁殖機能が阻害されます。その関

係図が［図7］です。●栄養が不足して卵巣が動かない

Farmaers’ Eyes
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乳牛における飼料給与・品質が
健康や繁殖に及ぼす影響

［セミナーレポート］

帯広畜産大学教授 木田克弥様

図3

図2

図1

図4 図6

図5 図7

図8

Farmers’ Eyes 2017 Winter

→発情がない→受胎が遅れる→過肥になる→周産期

病になる→疾病ストレスにより発情がない、という側面

と、●高泌乳のための濃厚飼料増給→疾病や過肥にな

る→繁殖へ悪影響、という側面がありますが、それら「負

の連鎖」の解決の糸口として「粗飼料の重要性」がある

ということが分かります。しかし前述の［図3］が示すよう

に、乳量の増加に対して、粗飼料給与の増加は濃厚飼

料給与と比較して低く推移しています。

　ここまでは「濃厚飼料は“悪”」のようなイメージがつき

そうですが、そうではないようです。周産期の濃厚飼料

の給与方法を考察した帯広畜産大学による試験［図8］

があります。濃厚飼料の増給ペースを「早くした牛群（H

群）」と「ゆるやかにした牛群（C群）」での比較です。結

果は［図9～11］です。乳量には有意差がない中、H群

（増給ペースを早くした群）では、ルーメンへの悪影響が見

て取れ、繁殖成績の悪化・疾病の発生につながってい

ます。つまり、濃厚飼料は“多給そのもの”が悪いというこ

とではなく、“増給方法（ペース）”をよく検討する必要があ

ることが分かります。

　［図12］を見てください。これは帯広畜産大学でのバ

ルク乳のMUN変動と疾病発生の関係を示したもので

すが、MUNが高くなっていると、疾病発生数も高くなっ

ています。この原因として考えられるのが、粗飼料（サイ

レージ）の品質低下（変敗）です。サイレージの品質低下と

はタンパク成分が分解してアンモニアに変わってしまう

こと。つまり、サイレージが“傷んでいる”と溶解性タンパ

クが多くなり、ルーメン内の窒素と炭水化物（タンパクとエ

ネルギー）のバランスが崩れて、そのままアンモニアが吸
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収されることでMUNが高くなっていると考えられます。

　乳牛に対する濃厚飼料急増と飼料品質低下の影響を

まとめたものが［図13］です。今一度、考えるべきなのは「周

産期の濃厚飼料の給与の仕方を検討すること」と、「高品

質な粗飼料を確保し、飽食させること」で、ルーメン発酵の

健全化を図ることであり、それが高泌乳⇔良好な繁殖の

両立をするための重要な要素であるということです。

　木田教授の二つのお言葉、「もっと牛を信用しよう（痩

せている牛に対して心配になって濃厚飼料を増やしすぎな

い）」、「人間の努力でなんとか出来るのが良質粗飼料

の確保（帯広畜産大学のイネ科牧草サイレージは6／10ごろ

までに1番草収穫完了、NDF＝55～60％、CP＝17～19％）」が

印象に残るセミナーでした。

　最後に、帯広畜産大学教授 木田克弥様にはこの場

を借りて御礼申し上げます。

図10

図9 図12

図11

図13

［レポーター：北海道支店 宇野］



［レポーター：群馬営業所 渡邉］

アレックス バック氏フレデリック チャウチェイラス－デュランド氏 ロゴーン デュセール氏

以上が長期間続く厳しい環境の中で飼養管理を行わ

なければならないと言及しながら、暑熱ストレスによる乳

牛の生産性低下を防ぐ方法としてライブイースト「ルブ

セルSC」を紹介されました。

　先のチャウチェイラス－デュランド氏の講演でも述べ

ていた通り暑熱ストレス下においてはルーメンpHが低

下しますが、ルブセルSCは多種類の粗飼料において

NDFの消化率を向上させることを、試験データから説

明しました。更にルブセルSCの作用もあり反芻活動が

向上し、より一層暑熱時のルーメンpHを高めることに活

躍していると述べていました。

　また、THI「80」の環境でルブセルSC給与と給与なし

のグループでの飼料効率（乳量kg／乾物摂取量kg）を比

較すると、全泌乳期間で乾物摂取量1kg当り50gの乳量

が増加したとの試験結果をもとに、暑熱期においてもル

ブセルSCを導入する事で乳牛の生産性の向上を見込

めることに言及しました。

　バック氏は「乳牛の消化等のパフォーマンスに影響す

る要因」というテーマで、目に見える情報（視覚情報）から

乳牛の生産性の向上について常に考えて行動するとよ

り良い経営が出来ると訴えました。飼槽管理において

は残飼の有無により１日１頭当り乳量が平均で4kgの変

化があり、飼料の掃き寄せの有無においても乳量が

1kg変わるため、常に残飼のある飼槽を目標に餌の給

与を行うことを推奨していました。

　乳牛が暑熱ストレスを受けていると判断可能なポイント

は複数あり、例えば、呼吸数の増加、活動の減少、飲水量

の増加、特定の場所に密集する、起立している時間が長

い、パンティングする等様々な事例を挙げた後、その微細

な変化を見逃さず早急に対処し、障害を排除していく事

が乳牛の生産性を高める秘訣であると力説していました。

　また乾物摂取量を増加させるポイントとして横臥時

間を増加させることが重要であると訴え、横臥時間が１

日1.5時間減少すると採食時間が45分減少するという

研究結果を交えながら説明していました。

　3名による質の高い講演内容を十分に理解し、酪農

家の皆様へ上手くお伝えするために何が不足していた

か、認識を新たにした講演会でした。

　2016年6月16日〈木〉に東京都港区「TKPガーデンパ

レス品川」で乳牛の管理のポイントと暑熱ストレスと題し

てラレマンドバイオテック株式会社より3名の講師による

講演会が開催されました。この3名の講義内容を簡単

にご紹介します。

　チャウチェイラス－デュランド氏は「SARA（亜急性アシ

ドーシス）発生の仕組みと暑熱ストレス」について講演を

し、SARA発生時におけるルーメン内ではpHが5.8以

下の状態であり、微生物の増殖速度が抑制されて乳酸

利用菌が増え乳酸生成が増加すると言及し、繊維の消

化効率が低下するため反芻時間も少なくなることを乳

牛の外見からもわかると話されました。

　更にルーメン内pHが低い時間帯は、乳牛の採食行動

が減少するためSARAの発生はルーメン内微生物のバラ

ンスを崩す原因の一つとし、乳牛の飼養において常に注意

しなければならない項目の一つであると述べられました。

　またルーメン内pHと暑熱ストレスの関係性について、

暑熱ストレスを受けるほど乾物摂取量及び増体量の減

少が起こると述べられました。乾物摂取量が減少する

ことで濃厚飼料の摂取割合が高くなり、更にルーメン

pHが低下すると解説しました。

　デュセール氏は「乳牛に影響を与える暑熱ストレス期

間」について、微生物による解決策からの管理と題して

解説されました。

　デュセール氏は冒頭に暑熱ストレスは乳牛に掛かる

負荷が大きく、THI「68－71」（気温22℃・湿度50％）・THI

「72－79」（気温25℃・湿度50％）・THI「80－89」（気温

30℃・湿度75％）の環境において、１日１頭当りの乳量の

損失はそれぞれ1.1kg・2.7kg・3.9kgになると述べまし

た。更に日本の暑熱期は世界と比べてもTHI「72－79」

乳牛管理のポイントと暑熱ストレス
［セミナーレポート］
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池田牧場の裕樹くんと佳穂ちゃんはお家の牛の世話をするのが大好きな仲良し兄弟です。
毎日大好きな牛のために一生懸命お手伝いをしている二人は
きっと立派な酪農家さんに成長することでしょう。
今回は日頃から思い描いている自分の牧場を絵に描いていただきました。
牛に対する愛情がたっぷり感じられる力作をご覧ください。

目指せ酪農ピカソ！

池田卓夫牧場［千葉県南房総市］
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第7回
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ミルク和食トマトと大葉の和風カプレーゼ

エムズ キッチン

森永乳業の出張スタイル料理講習会「M’S Kitchen」おすすめの
乳製品を使った簡単レシピをご紹介します。

材料（3人分）

❶モッツァレラとトマトは7mmの半月切り、大葉は縦半分
に切ります。

❷塩麹の和風ドレッシングは、材料をよく混ぜ合わせます。
❸器に①のモッツァレラとトマト、大葉を交互に盛り付
け、②のドレッシングをかけて、きざみのりを散らします。

モッツァレラは、イタリア南西部のカンパニア州が原産の、
もちっとした独特の弾力ある歯ごたえが特徴のフレッシュ
チーズです。その名前は製法にちなみ、「引きちぎる」を意
味するイタリア語「mozzare」に由来すると言われています。
本来は水牛の乳から作りますが現在は牛乳から作られた
ものが主流になっています。生のモッツァレラとトマトのス
ライスを合わせてバジルを添えたサラダ、カプレーゼが定
番です。味や香りにクセがなく加熱するとよく伸びるため、

ピザやパスタやグラタンなどの料理に広く使われています。
その栄養は、たんぱく質やビタミンA、食品から摂りにくいビ
タミンB群が豊富で、更にカルシウムは100ｇ当たり330mｇ
と牛乳の3倍も含まれています。また、ナチュラルチーズは
製造過程で雑菌の繁殖を抑え正常に発酵させるために食
塩が使われますが、熟成工程を経ないフレッシュチーズの
モッツァレラは塩分が少ないことも嬉しい特徴です。美味し
く健康にも良いモッツアレラを手軽に楽しみましょう！

イタリアの定番の前菜カプレーゼを和風にアレンジした
一品です。モッツァレラのミルク感と塩麹の旨みが合わ
さった深みのある味わいと、ゆずこしょうのピリッとした風
味のアクセントをお楽しみください。

メニュー特徴

たんぱく質

3.3g

59 kcal
エネルギー
（1人分）

脂質

4.3g
炭水化物

2.0g
カルシウム

53mg
塩分相当量

0.3g
栄養価
（1人分）

モッツァレラを楽しもう！MEMO

作り方

◎クラフトフレッシュモッツァレラ
ふんわりしたミルク味とモチモチの食感が特
徴のモッツァレラチーズ。北海道の生乳を
使ったフレッシュな美味しさで、いつもの食
卓を華やかに演出します。

● クラフトフレッシュモッツァレラ
● トマト
● 大葉
［塩麹の和風ドレッシング］
● 塩麹
● 酢
● サダラ油
● ゆずこしょう
● きざみのり

1／2袋
中1／2個
3枚
 

大さじ1／4
小さじ1／2
大さじ1／4
小さじ1／8
1ｇ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

M’S Kitchenを開催しませんか？ M’S Kitchen（エムズキッチン）は森永乳業の出張型料理講習会です。
講師費用と森永乳業商品代金は当社で負担します。

● 開催日時：月～金曜日の平日　● 講習時間：３時間　
● 場所：調理実習が可能な会場をご用意ください。
● 費用：会場費、食材費（森永乳業商品代金は除く）をご負担いただきます。
※材料費は1名様あたり500円程度

◎申込人数、開催時間は開催地域により異なります。
　詳細は森永乳業のホームページをご覧ください。

森永乳業 料理講習会 検索
http://www.morinagamilk.co.jp/learn_enjoy/mskitchen/

裕樹くんの牧場は山を丸ごと一
つ使います（お父さんがんばって
手にいれてください！）。牛の移動
には専用のトロッコが使われま
す。大きな湖もあって、牛たちは
自由に水浴びができます。独創
性があってスケールの大きな牧
場ですね。

長男
池田裕樹くん
［8歳］

佳穂ちゃんは牧草地で牛がぺ
ろぺろと舐めている様子を描い
てくれました。理想の牧場はき
れいな色の牧場だそうです。の
んびりとしていてたくさんお乳を
出してもらえそうですね。

長女
池田佳穂ちゃん
［4歳］

裕樹くんの作品
ゆうき

佳穂ちゃんの作品
かほ
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栃木県立那須拓陽高等学校

め ざ せ
未 来 の
酪 農 家

　今回は、栃木県立那須拓陽高等学校の乃木農場で

ひたむきに乳牛に愛情と情熱を注ぐ「牛部」の活動をご

紹介いたします。

　那須拓陽高等学校は本州一の生乳生産を誇る栃木

県の那須塩原市、JR西那須野駅の東にあります。本校

舎は明治の元勲大山巌が所有していた大山農場の一

部に建てられており、農業経営科の他、生物工学科、食

品化学科、食物文化科、普通科の5学科があります。

　「耕学一如」・「冷暖自知」の校訓のもと、専門学科で

は地域産業を支える人材育成を目指しています。大

学・短大・専門学校への進学に加え、公務員・農業系・

工業系・販売系と幅広い就職実績があり、生徒の多様

な進路希望にも応えています。

　また、部活動も盛んです。陸上部・女子ソフトボール

部・弓道部や文化系の活動も含めて、全国大会や関東

大会に数多く出場しています。

　那須拓陽高等学校では農業系学科の実習農場とし

て、乳牛と和牛を飼養する乃木農場に加え、大山農場と

喜連川農場の3農場を有しています。乃木農場の搾乳

牛舎は一列の係留牛舎で、ウォーターベッドの牛床や

ひさし付のファンなど、お手本となるような牛舎環境が

整っています。場内にはこの牛舎の他に育成牛舎や乾

乳牛用のパドック付牛舎などもあり、経産牛16頭（総頭

数31頭）を飼養し、普段は畜産を専攻した生徒を中心に

農業実習が行われています。

　牛部の活動は、授業を終えた部員たちが乃木農場へ

やって来る、16時頃から始まります。普段の活動は夕方の

給飼、搾乳、除糞などの担当する管理作業をローテー

ションで行っています。また、共進会シーズンには、リード

マン役を希望する部員による調教練習が行われています。

　もともと牛部は酪農後継者の生徒による同好会でし

たが、5年間の同好会活動を経て2012年に誕生しまし

た。現在の部員数は各学年6名の計18名、そのうちの3

分の2以上は畜産農家以外の出身です。

　活動成果の発表の場となる共進会でも数多くの実績

を残しており、昨年秋の全国ホルスタイン共進会にも栃

木県の代表として2頭（1部・8部）を出品し、8部の2才シ

ニアクラスではあと一歩で優等賞入賞を逃しましたが

立派な成績を残しています。

　さらに、地域の産業祭や農業祭などにも積極的に参加

し、子供たちや消費者とのふれあい体験も行っています。

　顧問の冨山先生は、「他の部活動の大会に当るものが

共進会です。共進会では普通の高校部活動とは違い、プ

ロの酪農家と同じ土俵で競い合います。学校外の方 と々

のコミュニケーションを通じて多くの刺激を受けて、社会

に出て生きていく力や自主性を磨いてもらいたいです。将

来、酪農に携わってくれる生徒が一人でも多く育ってく

れればと願っています。」とお話して下さいました。

　部長の3年生、古川幸奈さんにもお話をうかがったと

ころ、「牛部での活動も残り少なくなりましたが、栃木県

共進会や関東共進会を目標に頑張っています。卒業後

は畜産系の大学に進学して、牛に関わる仕事をしたい

と考えています。」と元気に答えてくださいました。

　取材にうかがった日も、間近に迫った栃木県ホルスタ

イン共進会に向け、先生のリード指導にも熱がこもり、

生徒たちは暗くなるまで熱心に出品牛の調教を行って

いました。

酪農家をめざす
農業高校・大学の学生を
ご紹介します。

［レポーター：北関東支店 古屋］

1頭ごとのウォーターベッドの牛床 共進会に向けて調教練習中の生徒たち

牛部のみなさん 北海道全共へ2頭を出品した

北海道U牧場Farmers
Hint ファーマーズ

ヒント

横側 分解・収納時 レール等設置例

　係留牛舎で活用出来るミルキングヘルパー（レー

ル移動式搾乳用具入れ）を紹介します。

　牛舎内に搾乳ユニットレールを設置している方は、

すぐにも使用することが出来ますし、未設置の方でも

レールを1本設置することで使用可能となります。（※搾

乳ユニットレールのメーカーによってレール幅が異なるた

め、移動用ローラーを確認して取り付ける必要があります）

　搾乳ユニットやバケット、搾乳タオル用バケツ、

ディッピング剤、搾乳中に使用する小物を入れた箱

などの様々なものが1度に、しかも少しの力で移動さ

せること出来るため作業効率もよくなります。

　使用後も分解して保管が可能ですので保管場所

にも困りませんし、オールステンレス製のため腐食に

よる劣化の心配もなく、牛舎内の作業が楽になった

そうです。

　U牧場ではこのミルキングヘルパーを販売すること

も可能（1セット13万円（税抜、送料別）ですので、ご興味

のある方は、お気軽に弊社営業担当にお尋ね下さい。



「物理的栄養」で実現する画期的なアプローチ

多機能管理システムPACE

キーナンのミキサーが作るTMRの３つの大きな特徴

1
特  徴

粗飼料の鋭利な切断面は、ルーメン壁への刺激効果を増し、反芻を促進します。その結果、TMRの醗酵
が改善され、更には、ルーメン内のpHが中性に近くなるよう貢献します。

粗飼料を鋭利に、そしてほぼ一定の長さに切断

3
特  徴

撹拌中の圧力を軽減し、TMRがフワッとした鳥の巣状に仕上がるので、ルーメン液がルーメン内で均質
に行きわたり、醗酵・分解を促進します。

鳥の巣状のフワッとした仕上り

2
特  徴

ミキサーの構造上の特性から、TMRの撒き始めと撒き終わりの飼料のバラツキが、１％以内に収まりま
す。配合飼料の選り食いもなく、設計通りの摂取を可能とします。

均一な混合

キーナン

縦型オーガー

変化量

乳　量 乾物摂取量 タンパク質 乳脂肪飼料効率（FE）
（乳量／乾物摂取量）

ルーメン内ｐHが
６以下の時間数

30.9kg

28.5kg

8.4％

20.7kg

22.9kg

△9.6％

1.49

1.25

3.57％

3.26％

3.87％

3.82％

5.3

7.3

容量（㎥）

必要馬力

給餌頭数目安（酪農）

12

80馬力

40頭

14

80馬力

60頭

16

90馬力

80頭

20

110馬力

120頭

28

120馬力

160頭

MF300機種名 MF320 MF340 MF360 MF400

スコットランドの大規模農家で、
キーナンのミキサーと縦型オーガ
ーミキサーの成績を比較したも
の。乳量が28.5ｋｇから30.9kg
に8％以上増える一方で、乾物
摂取量は22.9kgから20.7kgへ
9％以上減っています。また、ル
ーメン内pHが6.0以下の持続時
間が7.3時間から5.3時間に減
少することが報告されています

機種は容量に応じ
て５機種あり、各
機種にロール裁断
機搭載のオプショ
ンがあります。また、
お客様のご要望に
応じた特別仕様も
可能です。

表１ キーナンと縦型オーガーミキサーの比較

表2 機種
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森永酪農販売 ミック事業部の活動や情報をご紹介します。

那須農場・那須ETセンター
※乳牛および和牛の受託飼育事業

　那須農場では、500頭規模で受託飼育を行なって

います。ホルスタインの育成牛では、概ね4ヶ月～12ヶ

月齢でお預かりして、お客様の御希望に基づき、和牛

受精卵、ホルスタイン♀精液等々を用いて妊娠処理

をしています。又、乳牛及び和牛の受精卵採取用の

ドナーもお預かりして、受精卵の採取・凍結保存も

行っています。受精卵採取用のドナーと受卵用とし

てホルスタイン育成牛の両方を一緒にミックに預託

されるお客様もいらっしゃいます。受胎した牛は、妊

娠3ヶ月から分娩前2ヶ月前までにお客様の下に帰り

ます。お預かりする牛は、栃木県を中心として関東、

東北、遠くは関西、北陸方面からも来ます。入牧と退

牧はお客様とお打合せの上、随時行なっております。

空頭数（預託可能頭数）は常に変動しておりますので、

御希望の方は、都度、お気軽に弊社営業担当にお問

い合わせください。

九州ETセンター
　※受精卵の採取・凍結保存並びに繁殖検診・繁殖相談

　当センターは、球磨酪農農業協同組合・育成牧場
（熊本県球磨郡相良村）内に設置させて戴いておりま

す。球磨郡管内はもとより弊社九州支店のお客様の

牛から受精卵の採取と凍結保存を行なっています。

配合飼料のユーザー様のご要望に応じて、繁殖検

診・繁殖相談にも取り組んでいます。

ミックのたまご ドナー情報

　弊社HP上に、毎月、ミック受精卵リストを更新して

掲載しております。HPの酪農情報ガイドからお入り

下さい。

編集
後記

デザイン：松本正樹＋喜瀬みゆき［広告製版社］

Farmers
Hint ファーマーズ

ヒント

Farmers’ Eyes 2017 Winter

和牛子牛平均価格の推移（全国）
平成26年9月～平成28年9月の2年間

平成27～28年
平成26～27年

¥900,000

¥800,000

¥700,000

¥600,000

¥500,000

¥400,000

¥300,000
9月 9月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月10月 11月 12月

448,200

379,080

2,718,360

1,256,040

923,242

805,699

315

282

290

293

370

273

最低値最高値頭数
日齢 体重 価格（税込み）

性

去勢
メス

市場 平均

325

293

296

294

5

2

887,760

826,200

1,033,560

933,120

970,488

879,660

最低値
日齢 体重 価格（税込み）

頭数性

去勢
メス

ミック 平均
最高値

平成28年9月の栃木県矢板市場（和牛子牛）

ミック出品子牛の成績

和牛子牛の哺乳・初期育成について

　ミック事業部では、自社所有の和牛子牛の哺乳・

育成を行ない、和牛の子牛市場（約10ヶ月齢）に出荷

しています。高値販売をするための商品生産であり、

かつ、良い和牛素牛作りに日々取り組んでいます。こ

こで培われている技術や、飼育する上での気持ちの

揺れや気持ちのコントロールの仕方などを『めぐちゃ

んの子育て奮闘記』として社内報に掲載して社内全

員が共有するようにしています。和牛子牛にチャレン

ジされている方、これから始められる方、ご興味のあ

る方、お近くの弊社営業担当にお問合せ下さい。

マニュアスプレッダーを改良して飼料給与
［北海道 I 牧場］

事業紹介 技術情報 　グラスサイレージとコーンサイレージに配合、

ビートを混合して、PMRを製造し、フリーストール

の飼槽へ給与するのに使っています。

　マニュアスプレッダーのままでは飛び散るため、
カバーを溶接して作り、給与が行えるように改造し

ました。古くても、まだまだ使える物はどんどん改造

して使います。

　ミキサーと違ってサイレージの切断長が細かくな

り過ぎることがない所が良いと感じています。また、

給与した後は、バケットで切替しも行って、少しでも

喰い込めるよう工夫しています。

「ファーマーズアイ・モリちゃん」2017年冬号をお届けします。

発刊するにあたり、取材にご協力いただきました皆様、ありがとうございました。

酪農家の皆様に少しでもお役に立てるような情報をお届けする事を目指して

編集員一同がんばりたいと思っています。

本年が皆様にとってより良い一年になります事を、心より祈念しております。
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